
(57)【要約】

【課題】ボビン巻線を有する部品をインサート成形する

場合に、端子部分に樹脂が回りこむことを防止できるよ

うにする。

【解決手段】コイル３が巻かれたボビン４のつば部４ａ

を延長し、つば部の端部に接続端子６を設け、接続端子

にボビンから引き出された巻き線５の端部を接続したイ

ンサート部材の周囲に樹脂材料を射出して、樹脂材料に

よりコイルの周囲を覆うための射出成形方法であって、

ボビンのつば部面上に配置された巻き線に対応する金型

面に、巻線の線径＋０．０２ｍｍ以下の深さの溝２８を

形成した金型２０，２１を用いて成形を行う。

【選択図】　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
コ イ ル が 巻 か れ た ボ ビ ン の つ ば 部 を 延 長 し 、 該 つ ば 部 の 端 部 に 接 続 端 子 を 設 け 、 該 接 続 端
子 に 前 記 ボ ビ ン か ら 引 き 出 さ れ た 巻 き 線 の 端 部 を 接 続 し た イ ン サ ー ト 部 材 の 周 囲 に 樹 脂 材
料 を 射 出 し て 、 該 樹 脂 材 料 に よ り 前 記 コ イ ル の 周 囲 を 覆 う た め の 射 出 成 形 方 法 で あ っ て 、
前 記 ボ ビ ン の つ ば 部 面 上 に 配 置 さ れ た 前 記 巻 き 線 に 対 応 す る 金 型 面 に 、 前 記 巻 線 の 線 径 ＋
０ ． ０ ２ ｍ ｍ 以 下 の 深 さ の 溝 を 形 成 し た 金 型 を 用 い て 成 形 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 射 出 成
形 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 金 型 の 前 記 溝 の 先 端 部 分 の 位 置 に 、 射 出 さ れ た 樹 脂 材 料 が 前 記 接 続 端 子 に 付 着 す る の
を 防 止 す る た め の 樹 脂 溜 り を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 射 出 成 形 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 樹 脂 溜 り 内 の 樹 脂 材 料 が 前 記 接 続 端 子 に 付 着 す る の を 防 止 す る た め に 、 前 記 樹 脂 溜 り
に 隣 接 し た 位 置 で 、 前 記 接 続 端 子 を 挟 み 込 む 弾 性 部 材 を 前 記 金 型 に 設 け る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ２ に 記 載 の 射 出 成 形 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
コ イ ル が 巻 か れ た ボ ビ ン の つ ば 部 を 延 長 し 、 該 つ ば 部 の 端 部 に 接 続 端 子 を 設 け 、 該 接 続 端
子 に 前 記 ボ ビ ン か ら 引 き 出 さ れ た 巻 き 線 の 端 部 を 接 続 し た イ ン サ ー ト 部 材 の 周 囲 に 樹 脂 材
料 を 射 出 し て 、 該 樹 脂 材 料 に よ り 前 記 コ イ ル の 周 囲 を 覆 う た め の 射 出 成 形 方 法 で あ っ て 、
前 記 ボ ビ ン の つ ば 部 面 上 に 、 前 記 巻 き 線 を 収 容 す る た め の 、 前 記 巻 線 の 線 径 ＋ ０ ． ０ ２ ｍ
ｍ 以 下 の 深 さ の 溝 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 射 出 成 形 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 小 型 の 概 略 円 筒 状 で く し 歯 構 造 を 持 つ モ ー タ ー の ヨ ー ク 部 、 端 子 を 持 っ た ボ ビ
ン 巻 線 部 を 組 ん だ 状 態 の イ ン サ ー ト 部 品 を 射 出 成 形 用 金 型 内 に 挿 入 し 、 封 止 成 形 す る た め
の 射 出 成 形 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
端 子 部 を 持 っ た ボ ビ ン 巻 線 を 内 包 す る イ ン サ ー ト 部 品 を 封 止 成 形 す る 方 法 と し て は 、 ボ ビ
ン 巻 線 を 射 出 成 形 時 の 溶 融 樹 脂 の 流 れ 込 み で 断 線 し な い よ う に 、 出 来 る だ け 低 い 射 出 圧 力
で 成 形 で き る 流 動 性 に 優 れ る 成 形 材 料 を 選 定 す る の が 普 通 で あ る が 、 樹 脂 の 流 動 性 が 優 れ
る た め 端 子 部 へ の 樹 脂 漏 れ に よ る 付 着 が 大 き な 問 題 と な る 。 端 子 部 に 樹 脂 が 付 着 し た 場 合
、 樹 脂 を 取 り 除 く 必 要 が あ る が 、 手 作 業 で 行 な う と リ ー ド 線 を 断 線 さ せ た り 、 端 子 部 を 曲
げ た り す る 等 の ト ラ ブ ル が 発 生 す る と と も に 当 然 コ ス ト も 上 が る 原 因 と な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
端 子 部 へ の 樹 脂 付 着 の 対 策 と し て は 、 特 開 平 ７ － １ ４ ２ ２ ７ ８ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い る 様
に 、 リ ー ド 線 を 被 覆 材 に よ っ て 被 覆 し 、 被 覆 部 を 金 型 で ク ラ ン プ す る こ と に よ り 溶 融 樹 脂
が も れ る こ と を 防 止 す る 方 法 が 知 ら れ て い る が 、 リ ー ド 線 径 が ０ ． ０ ８ ｍ ｍ 以 下 の 細 線 で
は 充 分 な 肉 厚 の 被 覆 は 難 し く 、 こ の 技 術 を 適 用 す る こ と は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 図 ６ に 示 す よ う に リ ー ド 線 部 を 弾 性 体 ３ ３ で 押 さ え る こ と に よ り 溶 融 樹 脂 の 漏 れ を
防 止 す る 方 法 も 用 い ら れ て い る が 、 溶 融 樹 脂 の 流 れ を 弾 性 体 で 直 接 受 け る た め 、 高 い 射 出
圧 力 と 高 温 に よ り 弾 性 体 が 徐 々 に 破 断 さ れ 、 溶 融 樹 脂 が 端 子 部 に も れ る こ と を 長 期 間 に わ
た り 防 止 す る の は 難 し い 。 ま た あ ま り 硬 い 弾 性 体 で は リ ー ド 線 を 押 し つ ぶ し 変 形 さ せ る こ
と も あ り 、 使 用 で き る 硬 さ に は 限 界 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ の 他 の 方 法 と し て は 、 リ ー ド 線 部 を エ ポ キ シ や シ リ コ ン ー ン 樹 脂 で 成 形 前 に 固 め る 方 法
も あ る が 、 工 程 が 増 え る た め コ ス ト ア ッ プ に な る 。 ま た 樹 脂 を 塗 布 す る 時 に 端 子 部 に も 付
着 す る 危 険 性 が あ る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 ボ ビ ン 巻 線 を 内 包 す る イ ン サ ー ト 部 品 を 封 止 成 形 す る 方 法 に お い て
、 端 子 部 へ 溶 融 樹 脂 が 漏 れ る こ と を 防 止 す る た め に 、 リ ー ド 線 部 を 弾 性 体 で 押 さ え る と 、
リ ー ド 線 の 変 形 、 断 線 が 発 生 し や す い 。 ま た 弾 性 体 が 溶 融 樹 脂 に よ り 徐 々 に 破 断 さ れ 、 長
時 間 の 連 続 シ ョ ッ ト に お い て は 頻 繁 に 弾 性 体 の 交 換 が 必 要 と な る 。 ま た 破 断 さ れ た 弾 性 体
の カ ス が 成 形 品 に 混 ざ り 込 ん で し ま う こ と も あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 リ ー ド 線 部 に シ リ コ ー ン 樹 脂 な ど を 塗 布 す る 方 法 で は 工 数 が 増 え コ ス ト ア ッ プ に な
り 、 ま た 端 子 部 に 樹 脂 が 付 着 す る な ど の 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
従 っ て 、 本 発 明 は 上 述 し た 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 ボ ビ ン 巻 線 を
有 す る 部 品 を イ ン サ ー ト 成 形 す る 場 合 に 、 端 子 部 分 に 樹 脂 が 回 り こ む こ と を 防 止 で き る よ
う に す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 述 し た 課 題 を 解 決 し 、 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 わ る 射 出 成 形 方 法 は 、 コ イ ル
が 巻 か れ た ボ ビ ン の つ ば 部 を 延 長 し 、 該 つ ば 部 の 端 部 に 接 続 端 子 を 設 け 、 該 接 続 端 子 に 前
記 ボ ビ ン か ら 引 き 出 さ れ た 巻 き 線 の 端 部 を 接 続 し た イ ン サ ー ト 部 材 の 周 囲 に 樹 脂 材 料 を 射
出 し て 、 該 樹 脂 材 料 に よ り 前 記 コ イ ル の 周 囲 を 覆 う た め の 射 出 成 形 方 法 で あ っ て 、 前 記 ボ
ビ ン の つ ば 部 面 上 に 配 置 さ れ た 前 記 巻 き 線 に 対 応 す る 金 型 面 に 、 前 記 巻 線 の 線 径 ＋ ０ ． ０
２ ｍ ｍ 以 下 の 深 さ の 溝 を 形 成 し た 金 型 を 用 い て 成 形 を 行 う こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 こ の 発 明 に 係 わ る 射 出 成 形 方 法 に お い て 、 前 記 金 型 の 前 記 溝 の 先 端 部 分 の 位 置 に 、
射 出 さ れ た 樹 脂 材 料 が 前 記 接 続 端 子 に 付 着 す る の を 防 止 す る た め の 樹 脂 溜 り を 形 成 す る こ
と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 こ の 発 明 に 係 わ る 射 出 成 形 方 法 に お い て 、 前 記 樹 脂 溜 り 内 の 樹 脂 材 料 が 前 記 接 続 端
子 に 付 着 す る の を 防 止 す る た め に 、 前 記 樹 脂 溜 り に 隣 接 し た 位 置 で 、 前 記 接 続 端 子 を 挟 み
込 む 弾 性 部 材 を 前 記 金 型 に 設 け る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 わ る 射 出 成 形 方 法 は 、 コ イ ル が 巻 か れ た ボ ビ ン の つ ば 部 を 延 長 し 、 該 つ
ば 部 の 端 部 に 接 続 端 子 を 設 け 、 該 接 続 端 子 に 前 記 ボ ビ ン か ら 引 き 出 さ れ た 巻 き 線 の 端 部 を
接 続 し た イ ン サ ー ト 部 材 の 周 囲 に 樹 脂 材 料 を 射 出 し て 、 該 樹 脂 材 料 に よ り 前 記 コ イ ル の 周
囲 を 覆 う た め の 射 出 成 形 方 法 で あ っ て 、 前 記 ボ ビ ン の つ ば 部 面 上 に 、 前 記 巻 き 線 を 収 容 す
る た め の 、 前 記 巻 線 の 線 径 ＋ ０ ． ０ ２ ｍ ｍ 以 下 の 深 さ の 溝 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と し て い
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 一 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま ず 、 一 実 施 形 態 の 概 要 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 実 施 形 態 で は 、 ボ ビ ン 巻 線 部 つ ば 形 状 の 延 長 上 に 端 子 圧 入 部 が 形 成 さ れ た コ イ ル ボ ビ ン
に お い て 、 巻 線 部 か ら 端 子 部 に 接 続 さ れ た リ ー ド 線 が 平 面 状 に 形 成 さ れ た つ ば 面 を 引 き 回
さ れ て い る 場 合 、 リ ー ド 線 部 に 相 対 す る 金 型 面 に リ ー ド 線 径 ＋ ０ ． ０ ２ ｍ ｍ 以 下 で リ ー ド
線 を 潰 さ な い 深 さ 寸 法 で 溝 を 構 成 す る 。 こ の と き 、 リ ー ド 線 径 は ０ ． ０ ８ ｍ ｍ 以 下 で あ り
、 溝 深 さ は ０ ． １ ｍ ｍ 以 下 と し 、 そ の 溝 長 さ は モ ー タ 外 形 寸 法 部 か ら 端 子 圧 入 面 近 傍 ま で
設 け る 。 こ れ に よ り 溶 融 樹 脂 は ０ ． １ ｍ ｍ 以 下 の 溝 部 に 進 入 し に く く な る 。 ま た 溝 の 長 さ
に よ っ て は 溶 融 樹 脂 は 溝 部 の 外 ま で 出 て こ な い 。 ま た 溝 部 が 短 く 溶 融 樹 脂 が 漏 れ て く る 場
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合 に お い て は 、 端 子 部 の 圧 入 部 面 か ら 端 子 の プ リ ン ト 基 板 等 の 接 合 部 な ど に 、 必 要 個 所 の
下 ま で 漏 れ て き た 溶 融 樹 脂 の 樹 脂 溜 り 空 間 を 形 成 し 、 端 子 必 要 個 所 は 耐 熱 性 の あ る 弾 性 材
で 型 締 め 力 を 利 用 し て 圧 縮 変 形 さ せ 保 持 す る 。 こ れ に よ り リ ー ド 線 部 を 直 接 弾 性 体 で 押 さ
え な い こ と に よ り リ ー ド 線 の つ ぶ れ 断 線 を な く す こ と が 出 来 る 。 ま た 溝 部 か ら 漏 れ て き た
溶 融 樹 脂 も 樹 脂 溜 り 部 で 樹 脂 圧 が 低 下 し 、 樹 脂 温 度 も 下 が る た め 、 端 子 部 を 保 持 し た 弾 性
体 に 与 え る ダ メ ー ジ を 最 小 限 に す る こ と が 出 来 る 。 ま た リ ー ド 線 が 引 き 回 さ れ る 溝 部 を 金
型 側 で な く ボ ビ ン つ ば 部 側 に 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
以 下 、 一 実 施 形 態 に つ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 わ る 封 止 成 形 後 の コ イ ル を 内 包 し た イ ン サ ー ト 部 品 の 断
面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ に お い て 、 １ は く し 歯 形 状 １ ０ を 持 つ 外 側 磁 極 で あ り 、 コ イ ル ３ を 挟 み 込 む よ う に 内
側 磁 極 ２ が 外 側 磁 極 １ に 固 定 さ れ て い る 。 コ イ ル ３ は ボ ビ ン ４ に 巻 か れ て お り ボ ビ ン つ ば
部 ４ ａ か ら 端 子 圧 入 部 ７ が 形 成 さ れ て い る 。 リ ー ド 線 ５ は コ イ ル ３ か ら ボ ビ ン つ ば 部 ４ ａ
の 延 長 上 の 、 端 子 圧 入 部 ７ の 平 面 部 上 面 を 引 き 回 さ れ 端 子 ６ の 根 元 に 巻 き 付 け ら れ リ ー ド
線 部 巻 き 付 け 部 ９ を 形 成 し て い る 。 １ １ は 封 止 樹 脂 を 示 す 。 ８ は 端 子 ６ の 根 元 部 に 設 け ら
れ た 樹 脂 溜 り 部 に 成 形 時 に 漏 れ た 樹 脂 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ２ は 図 １ に 示 さ れ る イ ン サ ー ト 部 品 を モ ー タ ー と し て 組 ん だ 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ２ に お い て 、 １ ２ は 軸 受 け 部 、 １ ３ は シ ャ フ ト 、 １ ４ は マ グ ネ ッ ト を 示 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ３ は 、 図 １ に 示 さ れ る イ ン サ ー ト 部 品 を 成 形 す る た め の 射 出 成 形 用 金 型 の 一 部 を 示 す 断
面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ３ に お い て 、 ２ ０ は 固 定 側 型 板 を 示 し 、 ２ １ は 可 動 側 型 板 を 示 す 。 射 出 成 形 機 か ら 射 出
さ れ た 溶 融 樹 脂 は 一 次 ス プ ー ル ２ ５ 、 ラ ン ナ ー ２ ６ を 介 し ゲ ー ト ２ ７ を 通 過 し て イ ン サ ー
ト 部 品 が 挿 入 さ れ て い る キ ャ ビ テ ィ 内 に 高 温 、 高 圧 で 注 入 さ れ る 。 １ ９ は ラ ン ナ ー を 突 出
す エ ジ ェ ク タ ー ピ ン で あ る 。 ２ ２ は イ ン サ ー ト 部 品 の 内 側 磁 極 ２ の 内 径 部 を ガ イ ド す る セ
ン タ ー ピ ン で あ る 。 ２ ３ は イ ン サ ー ト 部 品 を 突 出 す た め の ス リ ー ブ 、 ２ ４ は く し 歯 １ ０ の
内 径 寸 法 を 決 め る た め の 内 周 駒 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ４ は 、 図 ３ の 端 子 ６ の 近 傍 を 拡 大 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ４ に お い て 、 コ イ ル ３ よ り 引 き 出 さ れ た リ ー ド 線 ５ は ボ ビ ン ４ の つ ば 面 ４ ａ か ら 端 子 圧
入 部 ７ の 平 面 上 を 引 き 回 さ れ 、 端 子 圧 入 部 ７ に 圧 入 さ れ た 端 子 ６ の 根 元 に 巻 き 付 け ら れ 、
９ で 示 す 形 状 で ハ ン ダ 付 け さ れ て い る 。 こ の と き 、 固 定 側 型 板 ２ ０ の リ ー ド 線 ５ に 相 対 す
る 部 分 に 溝 ２ ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 実 施 形 態 で は 、 線 径 ０ ． ０ ６ ｍ ｍ で あ り 、 溝 の 深 さ は 、 線 径 ＋ ０ ． ０ １ ｍ ｍ の ０ ． ０ ７
ｍ ｍ と し た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の と き 、 封 止 樹 脂 （ 射 出 さ れ る 樹 脂 ） と し て は 、 成 形 時 の 圧 力 で 線 径 ０ ． ０ ６ ｍ ｍ の リ
ー ド 線 が 断 線 し な い よ う に 非 常 に 流 動 性 に 優 れ た 液 晶 ポ リ マ ー を 使 用 し た 。 実 験 型 に 深 さ
０ ． ０ ７ ｍ ｍ 、 幅 ０ ． ３ ｍ ｍ の 溝 を 設 け 、 こ の 材 料 で 射 出 圧 力 ５ ０ Ｍ Ｐ ａ （ 樹 脂 圧 換 算 ）
で 成 形 し た と こ ろ 、 流 動 長 は ２ ｍ ｍ と な っ た 。 ま た ０ ． １ ｍ ｍ の 溝 深 さ で は 流 動 長 は １ ０
ｍ ｍ を 超 え た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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本 実 施 形 態 で は 、 先 に 述 べ た よ う に 、 溝 深 さ ０ ． ０ ７ ｍ ｍ 、 溝 幅 ０ ． ３ ｍ ｍ 、 溝 長 さ は ０
． ５ ｍ ｍ で あ り 、 溶 融 樹 脂 が 溝 を 通 過 し 端 子 部 に ま で 漏 れ て く る こ と が 予 想 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
そ の た め 、 本 実 施 形 態 で は 端 子 部 ６ の 巻 線 が 巻 き 付 け ら れ た 根 元 部 ９ に 、 体 積 と し て ０ ．
２ ｍ ｍ ３ の 樹 脂 溜 り 部 ８ を 設 け た 。 こ の 樹 脂 溜 り 部 ８ の 体 積 に よ れ ば 、 溝 断 面 積 ０ ． ０ ７
ｍ ｍ ×０ ． ３ ｍ ｍ ＝ ０ ． ０ ２ １ ｍ ｍ ２ で 計 算 す る と 、 流 動 長 約 １ ０ ｍ ｍ に 相 当 す る 樹 脂 が
溜 め ら れ る 。 こ の と き 、 端 子 部 ６ を 断 熱 性 の あ る 可 動 側 弾 性 体 ２ ９ 、 固 定 側 弾 性 体 ３ ０ で
型 締 め を 利 用 し て 締 め 付 け る こ と に よ り 、 基 板 な ど の 接 合 に 使 う 部 分 へ の 樹 脂 付 着 を 防 止
す る こ と が で き る 。 当 然 樹 脂 溜 り 部 ８ で 溶 融 樹 脂 圧 は 低 下 し 、 ま た 樹 脂 温 度 も 低 下 す る た
め 、 弾 性 体 ２ ９ ， ３ ０ へ の ダ メ ー ジ は 極 め て 小 さ く 抑 え ら れ る 。 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た ０ ． １ ｍ ｍ よ り 大 き い 溝 深 さ で は 、 溶 融 樹 脂 は 多 量 に 溝 を 通 過 す る た め 、 樹 脂 溜 り の
容 量 を 越 え て し ま う 危 険 性 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ５ は 他 の 実 施 形 態 の 金 型 を 上 面 か ら 見 た 図 で あ る 。 ラ ン ナ ー ２ ６ を 通 過 し た 溶 融 樹 脂 は
、 く し 歯 １ ０ に 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ た ゲ ー ト ２ ７ を 介 し て キ ャ ビ テ ィ に 注 入 さ れ る 。
７ は 端 子 圧 入 部 で あ り 、 ５ は リ ー ド 線 、 ６ は 端 子 で あ る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 リ ー ド 線 ５
に 相 対 す る 金 型 面 を 平 面 と し て 、 端 子 圧 入 部 ７ に 溝 ３ １ を 設 け て リ ー ド 線 ５ を 引 き 回 し て
い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 ボ ビ ン つ ば 部 か ら の 延 長 上 に 端 子 圧 入 部 、 端
子 を 持 っ た ボ ビ ン 巻 線 を 内 包 す る モ ー タ ー 用 イ ン サ ー ト 部 品 を 射 出 成 形 金 型 内 で 封 止 成 形
す る 方 法 に お い て 、 端 子 部 に 射 出 時 に 溶 融 樹 脂 が 付 着 す る こ と を 防 止 す る た め に 、 ボ ビ ン
つ ば 部 、 端 子 圧 入 部 リ ー ド 線 引 き 回 し 部 を 平 面 と し 、 リ ー ド 線 部 に 対 向 す る 金 型 面 に リ ー
ド 線 径 ＋ ０ ． ０ ２ ｍ ｍ 以 下 の 深 さ の 溝 部 を 設 け る 。 こ の と き 、 封 止 樹 脂 （ 射 出 さ れ る 樹 脂
） と し て リ ー ド 線 の 断 線 を 防 止 す る た め に 流 動 性 に 優 れ た 液 晶 ポ リ マ ー な ど の 材 料 を 選 定
す る 必 要 が あ る た め 、 溝 深 さ は ０ ． １ ｍ ｍ が 限 界 で あ り 、 線 径 と し て は ０ ． ０ ８ ｍ ｍ 以 下
の 場 合 に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た そ の 溝 幅 は 、 巻 線 時 の バ ラ ツ キ を 考 慮 し て 決 定 す る 。 こ の 非 常 に 浅 い 溝 の 働 き に よ り
射 出 成 形 時 に 溶 融 樹 脂 は 溝 に 進 入 し に く く な り 、 か つ 進 入 し て も 急 激 に 冷 却 さ れ る た め そ
の 流 動 長 は ご く わ ず か に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
使 用 樹 脂 材 料 、 溝 の 長 さ に よ っ て は 溝 を 通 過 し 端 子 部 ま で 溶 融 樹 脂 が 進 入 す る こ と が あ る
。 こ の 場 合 に は 、 端 子 部 の 使 用 し な い 巻 線 巻 き 付 け 部 近 傍 に 進 入 し て く る 樹 脂 材 料 の 量 を
上 回 る 樹 脂 溜 り 部 を 設 け 、 さ ら に 端 子 の 基 板 等 と の 接 合 部 に 樹 脂 が 付 着 し な い よ う に 、 耐
熱 性 の あ る 弾 性 体 を 用 い て 、 端 子 使 用 部 を 型 締 め 力 に よ り 弾 性 体 を 圧 縮 変 形 さ せ て 覆 い 、
溶 融 樹 脂 の 侵 入 を 防 ぐ 。 樹 脂 溜 り 部 を 設 け る こ と に よ り 樹 脂 の 圧 力 は 低 下 し 、 樹 脂 温 度 も
下 が る た め に 、 端 子 を 覆 っ た 弾 性 体 を 押 し の け て 溶 融 樹 脂 が 進 入 し て く る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
こ れ に よ り 弾 性 体 の 溶 融 樹 脂 に よ る ダ メ ー ジ を 最 小 に で き 、 成 形 シ ョ ッ ト 数 を 大 幅 に 伸 ば
す こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た リ ー ド 線 部 を 直 接 弾 性 体 で 押 さ え る こ と が 無 い た め 、 リ ー ド 線 の つ ぶ れ 、 断 線 を な く
す こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
さ ら に 端 子 圧 入 部 に 封 止 樹 脂 層 が 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 端 子 の 抜 け 強 度 の 向 上 が は か れ
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 他 の 実 施 形 態 で は 、 金 型 面 を 平 面 に し 、 ボ ビ ン 側 に リ ー ド 線 が 引 き 回 さ れ る 溝 形 状
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を 設 け る こ と に よ り 、 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 ボ ビ ン 巻 線 を 有 す る 部 品 を イ ン サ ー ト 成 形 す る 場
合 に 、 端 子 部 分 に 樹 脂 が 回 り こ む こ と を 防 止 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 わ る 封 止 成 形 後 の コ イ ル を 内 包 し た イ ン サ ー ト 部 品 の 断
面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 さ れ る イ ン サ ー ト 部 品 を モ ー タ ー に 組 ん だ 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 さ れ る イ ン サ ー ト 部 品 を 成 形 す る た め の 射 出 成 形 用 金 型 の 一 部 を 示 す 断
面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 端 子 の 近 傍 を 拡 大 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 他 の 実 施 形 態 の 金 型 を 上 面 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 金 型 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 外 側 磁 極
２ 　 内 側 磁 極
３ 　 コ イ ル
４ 　 ボ ビ ン
４ ａ 　 ボ ビ ン つ ば 部
５ 　 リ ー ド 線
６ 　 端 子
７ 　 端 子 圧 入 部
８ 　 樹 脂 溜 り 部
９ 　 リ ー ド 線 巻 き 付 け 部
１ ０ 　 く し 歯
１ １ 　 封 止 樹 脂
１ ２ 　 軸 受 け
１ ３ 　 シ ャ フ ト
１ ４ 　 マ グ ネ ッ ト
１ ９ 　 エ ジ ェ ク タ ー ピ ン
２ ０ 　 固 定 側 型 板
２ １ 　 可 動 側 型 板
２ ２ 　 セ ン タ ー ピ ン
２ ３ 　 ス リ ー ブ
２ ４ 　 内 周 駒
２ ５ 　 ス プ ー ル
２ ６ 　 ラ ン ナ ー
２ ７ 　 ゲ ー ト
２ ８ 　 金 型 溝
２ ９ 　 可 動 側 弾 性 体
３ ０ 　 固 定 側 弾 性 体
３ １ 　 リ ー ド 線 用 溝
３ ２ 　 端 子 部 空 間
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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